







2004年 10月に社団法人全国保育士養成協議会から出された 『保育士養成資料第 40号
効果的な保育実習のあり方に関する研究Ⅲ一保育実習指導のミニマムスタンダー ド確立に






























































目的 内容 担当教員 備考
第1回 実習振 り返 り 保育実習 Ⅰ(保育所)振返 り
第2回 実習の基礎理解 実習施設､職員の理解
方法､利用者の理解 希望表提出締めきり
第5回 実習テーマの設定 月 日 ( )実習テーマ提出締めきり■ ー
第6回 実習方法の理解 記録の取 り方 月 日 (■)個人表提出締めきり実習日誌配布
第7回 実習態度.姿勢につレナて 月 ~日 ( )細菌検査配布 ー由収第1由 日{ )､ 日()台回 目 ､ 日
｢保育実習指導のミニマムスタンダー ド｣によれば実習事前指導は① ｢保育実習 Ⅰ (施
設)｣と ｢保育実習Ⅲ｣において継続性のある学習や経験を示した項 目であること､②施設
における実習全体を通 して､子 ども (利用者)､家庭､地域-の理解を深化できるような項
目であること､③施設保育士としての職業倫理を酒養することのできる項目であること､
という3つ?観点が示されている｡同時に実習内容の項目として (大項 目)①実習施設に






られている｡これらの 10項 目は保育士養成にかかわる実習における重要なポイン トである｡
ここに述べられている実習内容と本学における保育実習 Ⅰ (施設)の実情を考え合わせる
と､2003年 12月 9日付で厚生労働省から通知された ｢指定保育士養成施設の指定及び運
営の基準について｣の別紙 3による ｢保育実習 I｣の目標にある ｢1.児童福祉施設の内容､
機能等を実践現場での体験を通 して理解させる｡｣ ｢2.既習の教科全体の知識 ･技能を基
礎とし､これらを総合的に実践する応用力を養 う｡｣に重点をおくことが望ましいのでは
ないかと考える｡当然のことながら ｢3.保育士としての職業倫理と子どもの最善の利益の





障害のある人々-のかかわりとしての保育実習 Ⅰ (施設) は､保育士養成にとって必



















問題 となる｡先にも述べた､本学の実情としては保育実習 Ⅰ (施設)に学生が取 り組もう
とする際の不安や怖さを解消する事前指導ではなく､その解決-と続く事前指導が求めら
れているといえるだろう｡繰 り返 しになるが､学生の不安や怖さは未だ体験 したことのな
さからくるものである｡ しかし､それだけではなく日常的な体験との繋がりの無さもたぶ
んに影響 していると考えている｡幼児教育学科-入学することは､実習をはじめとして乳
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